



































































































































































































第１０章 「物質は substantia phaenomenonである」 





























法則 F=ma を継承していないが、他方で W=mg と表記されうるような重量概念をもっていた。その背
景には速度概念と加速度概念をカントが区別していなかったという事情がある。『プリンキピア』にお
ける力とは、物体に新たな運動を引き起こす外力であり、重力などの起動力（vis motrix）であった。
しかしカントは、動力学的な力（他の物体に運動を与える力）だけでなく力学的な作用力さえも同じ運
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動力（vis motrix）という語で捉えていた。そのため、起動力であるはずの重力をも力学的な作用力に
組み込んで理解する他なかったのである。カントは重力と F=mvという力学的な力を媒介させるものと
して、伝達される無限小の速度として「モメント」を置いたのである。カントは、一面ではニュートン
の引力論を擁護しているが、カントは終生、重力という典型的な動力学的力をも、F=mvという非ニュ
ートン的な枠組みの中に嵌め込むことでしか、ニュートンを「擁護」することは出来なかったのである。 
